
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６８９

基盤研究(C)

2013～2011

戦時在独日本大使館員の亡命をめぐる情報戦ーー崎村茂樹の軌跡と周辺

The War of Information about a member of the wartime Japanese Embassy in Germany: Sh
igeki Sakimura and his Desertion

３０１１５５４７研究者番号：

加藤　哲郎（Kato, Tetsuro）

早稲田大学・政治経済学術院・教授

研究期間：

２３５３０１７０

平成 年 月 日現在２６   ５ ２２

円     3,900,000 、（間接経費） 円     1,170,000

研究成果の概要（和文）：　崎村茂樹のご遺族の協力も得て、ドイツ、スウェーデン、イギリス、アメリカで収集した
第一次史料をもとに、崎村茂樹の履歴を明らかにし、経済学者としての崎村の著作・論文のほとんどを収集できた。
　在独日本大使館員崎村の第二次世界大戦中スウェーデン亡命期における、ヴィリ・ブラント、ミュルダール夫妻ら後
のノーベル賞受賞者たちとの接触、「ストックホルム民主主義的社会主義者のインターナショナル・グループ」への参
加を確認し、「社会民主主義の国際連帯と生命力ーー1944年ストックホルムの記録から」という論文に仕上げた（田中
浩編『リベラル・デモクラシーとソーシャル・デモクラシー』未来社、2013年に収録）。

研究成果の概要（英文）：This study  focused on Dr. Shigeki SAKIMURA, former lecturer of economics of the U
niversity of Tokyo and a staff of the Japanese Embassy in wartime Germany. He defected to Stockholm from B
erlin in 1943-44. He was reported by "New York Times"(May 1, 1944) and "The Time" (June 5, 1944) as the Ja
panese political refugee who first spoke out the defeat of Nazi-Germany and Imperial Japan. I researched h
is defection and activities in the wartime at the National Archives in Germany, Sweden, Britain and the US
A, and found his life history, his works as economist, and the fact that he touched the social democratic 
"Little International" in Stockholm which was organized by Willy Brandt (postwar Prime Minister of West Ge
rmany and the Nobel Prize wiinner), Gunner & Alva Myrdal (Nobel Prize winners) , Bruno Kreisky  (postwar P
rime Minister of Austria) etc. I wrote these history in the article "International Solidarity of Social De
mocracy in Stockholm 1944."

研究分野：

科研費の分科・細目：

社会科学

キーワード： 情報戦　亡命　崎村茂樹　荒木光太郎　日独関係　在独日本大使館　インターナショナル　社会民主主
義

政治学・政治史



 1 

 
１．研究開始当初の背景 

 本研究は、崎村茂樹という無名の一知識人の戦時
亡命の問題を、申請者が歴史的に研究してきた「亡
命の政治学」と、理論的に探究している「情報政治
学」の交点で追及するものである。先行研究は、申
請者自身の発表した「情報戦のなかの『亡命』知識
人——国崎定洞から崎村茂樹まで」（『インテリジェ
ンス』第9号、2007.11）以外に全くなく、その関連
地域が日本、ドイツ、スウェーデン、中国、アメリ
カ合衆国と多岐に渡るため、インターネットを通じ
た世界からの情報収集と共に、各国外交軍事資料・
インテリジェンス資料の探索が必要とされた。 

２．研究の目的 

 本研究は、第二次世界大戦中の1943—44年に駐独
日本大使館嘱託でありながら中立国スウェーデンに
亡命し、当時の『ニューヨーク・タイムズ』『タイ
ム』等連合国側メディアで「初めて連合軍に加わろ
うとした日本人」「枢軸国の敗北を初めて公言した
日本人」と報道された、元東京大学講師崎村茂樹の
軌跡と周辺の解明を通じて、亡命という行為の持つ
政治的意味と効果を、情報政治・情報戦の観点から
解明する。1945年の日本敗戦後、崎村茂樹は米国情
報機関の機密記録にのみ残され忘れ去られた。その
周辺での戦時欧州の諜報戦、ドイツ敗戦時の在欧日
本人、1950年中国毛沢東暗殺未遂事件など、20世紀
政治史の隠された史実の発掘としての意味を持つ。 

３．研究の方法 

 本研究は、戦時在独日本大使館員でありながら、戦
争末期に中立国スウェーデンに亡命し、連合国側の
戦時宣伝に組み込まれた崎村茂樹という知識人の生
涯を、①ドイツ留学以前（1909-41）、②ドイツ滞在
中のスウェーデン亡命(1943-44)、③ スウェーデン
からドイツへの強制送還と、ドイツ敗北による満州
国への移送（1944-45）、④中国にとどまっての活動
と「米国のスパイ」罪による新中国での禁固拘束
（1945-55）、⑤帰国後の沈黙（1955-82）に分けて、
それぞれの時期の歴史的資料を収集し、史実を確定
する。同時に崎村の「亡命」という行為を促し、ま
た、その後の沈黙を強いた日独同盟史、外務省史、
戦時欧州情報戦・宣伝戦、戦後中国内戦、新中国の
外国人統制などについて解明する。これまでの探求
から、以下が「崎村茂樹の６つの謎」として浮上し
てきたので、それを中心的論点とする。 

 ① 若き崎村茂樹は、リベラル左派だったのか、
親ナチ右派だったのか？  
 ② 崎村茂樹は、なぜスウェーデンに「亡命」し

たのか？  
 ③ 崎村茂樹の1943-44年「亡命」は、連合軍と
の「和平工作」を意味するか？  
 ④ いったん「亡命」した崎村茂樹は、なぜベル
リンに戻り、ドイツ敗戦をいかに迎えたか？ 
 ⑤ 1945年５月ドイツ敗戦で、崎村茂樹は、なぜ
日本に戻らず、中国に向かったのか？  
 ⑥ 1945年９月以降、崎村茂樹は、なぜ内戦さな
かの中国に入り、何をしていたのか？   
 
４．研究成果 
（１）上記「６つの謎」のうち、①の渡独前の時期
については、東大経済学部教授荒木光太郎（金融
論）・光子夫妻との関係が、崎村の経歴を左右してい
た。荒木光太郎教授の日独学術交流、荒木光子の在
日ドイツ大使館との交流（オット大使及び政治顧問
のリヒアルト・ゾルゲら）に、「語学の天才」崎村が
同行し、介在していた。 
 ②③④のスウェーデン亡命については、米国国立
公文書館所蔵の戦時在独日本大使館押収記録から、
当時の内務省ベルリン事務所佐藤彰三作成の報告記
録（Records of Former German and Japanese 
Embasies and Consulates, 1890-1945国会図書館
議会官庁資料室所蔵 YD-176 T179、Reel No.70）
が入手できた。ドイツ外務省記録、英米軍・情報機
関記録、スウェーデン警察記録等の探索で。詳細な
事実が明らかになった。とりわけ『ニューヨーク・
タイムズ』『タイム』のほかに、当時の連合国側ラジ
オ放送で大きく取り上げられた記録があり、戦時情
報戦を、新聞・雑誌のみならず、ラジオを含めて検
討することができた。 
 全く証言のなかった戦時在独日本大使館関係者の
なかからも、公開講演会で一緒に報告した評論家佐
藤優氏が、申請者の論文を当時ベルリン日本大使館
勤務で元外務省アメリカ局長吉野文六氏に示して確
認を求め、亡命の事実が認められた。 
 
（２）さらに、戦後西独首相・ノーベル平和賞受賞
者ヴィリ・ブラントの自伝中に、亡命中のブラント
が率いたストックホルムでの反ナチ社会民主主義者
の地下組織 International Group of Democratic 
Socialists in Stockholm （通称Little International）
の参加メンバーとして、戦後オーストリア首相クラ
イスキー、スウェーデン人経済学者グンナー＆アル
ヴァ・ミュルダール夫妻（戦後それぞれノーベル経
済学賞・平和賞受賞）らに加え、1944年頃に「ベル
リン日本大使館から逃げてきた一人の若い日本人」
を挙げていたが（Willy Brandt,"Links und frei: 
Mein Weg 1930-1950", Hoffmann und Campe, 
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1982,S.341）、それが崎村茂樹に間違いないことを、
スウェーデン国立公文書館及びドイツ・ボンのドイ
ツ社会民主党ブラント・アーカイヴの資料から確定
することができた。 
 
（３）「６つの謎」の⑤⑥については、崎村の師であ
る荒木光太郎が、戦後東大をパージされて後、GHQ
戦史課勤務時に中国の崎村と連絡していた可能性が
あり、GHQ/G2のウィロビーと親しかった荒木光子
夫人との関係を含め、崎村の中国滞在・米国領事館
勤務がGHQ/G2及びOSS/CIA（米国諜報機関）と
関わった可能性が大きいが、この点は、中国公安資
料へのアクセスが困難で、本研究期間中は、英米資
料からの間接的証明に留まった。米国国立公文書館
の1945-50年在中国米国領事館記録から、崎村が書
いたと思われる中国農業・農村事情についての報告
書などを発見した。 
 
（４） 最終的に研究期間内に単行本の書物にする
には至らなかったが、本研究の中間報告として、ド
イツ、スウェーデン、イギリス、アメリカでの収集
第一次史料をもとに、スウェーデン亡命時代の崎村
茂樹とヴィリ・ブラントら亡命社会民主主義グルー
プとの関わりを中心に、「社会民主主義の国際連帯と
生命力ーー1944年ストックホルムの記録から」とい
う『未来』541号掲載論文に仕上げ、田中浩編『リ
ベラル・デモクラシーとソーシャル・デモクラシー』
という論集（未来社、2013年）に収録できた。 
 
（５）崎村茂樹の生涯の全体像については、ご遺族
崎村家のご協力も得て、おおむね、以下の年譜にま
とめることができた。 
＜崎村茂樹・年譜＞ 
1909年、東京に生まれる、高知高等学校理科乙類か
ら東京帝大農学部農業経済学科卒業。 
1932年、東京帝大経済学部荒木光太郎教授の助手、
のち上智大学講師、東大農学部助手・講師。 
1941年、外務省嘱託として渡独、独ソ戦開始により
帰国予定を変更して残留、日本鉄鋼統制会ベルリン
事務所の嘱託となる。 
1943年、在独日本大使館嘱託時にスウェーデンに渡
航して「亡命」、ストックホルムで連合国軍にも接触。 
1944年5月、「ニューヨーク・タイムズ」で「枢軸
国の敗北を初めて公言した日本人」と報道され、ナ
チス・ゲシュタポと日本大使館の捜索・拘束により
ベルリンに強制送還、大使館監視下で軟禁される。 
1945年、ナチス・ドイツ敗戦で在欧日本人一行と共
にシベリア経由満州国へ、しかし日本には帰国せず
長春（当時の新京）滞在。 
1946年、在中国・長春米国領事館に通訳・経済分析

担当で勤務。 
1948年、在北京米国総領事館勤務員、北京陥落・米
国大使館台湾移転後も北京に残留。 
1950年、建国直後の中華人民共和国で「米国経済間
諜」として逮捕され禁固刑、日本では「毛沢東暗殺
未遂事件」に連座と報道される（「毎日新聞」1951
年8月21日）。日本の留守家族は、この報道で初め
て、崎村茂樹が戦後も生きていた消息を知る。 
1955年、拘束を解かれ中国から帰国、矢部貞治学長
に請われて、拓殖大学経済学部教授。 
1961年、日本鉄鋼統制会ベルリン事務所時代の上司
八幡製鉄島村哲夫常務に請われ、八幡製鉄嘱託、東
京理科大学教授（工業特許担当）。ただし、ドイツ・
スウェーデン・中国での15年間の体験については、
帰国後家族にもほとんど語らなかった。 
1982年、食道ガンで死去。 
 
（６） 経済学研究者としての崎村茂樹の仕事は、
以下の著作・論文一覧に仕上げることができた。 
＜崎村茂樹著作・論文一覧＞ 
1933年 「満州農作物の銀資金 日満経済発展の視
点に立ちて」（「農業經濟研究」第9巻4号） 
1935年 「農家負債問題の検討」（「財政経済時報」
第22巻8号） 
1936年 「アメリカ銀政策の発展」（「財政経済時報」
第23巻2号） 
「アメリカ銀政策の本質と意義」（「東亜」8巻7号） 
1937年 「オープン・マーケット・オペレーション
の矛盾」（「外交時報」第777号） 
「一般信用理論に於ける組合信用の地位」（「農業經
濟研究」第13巻2号） 
「ハイエークの景気理論と利子説――最近の新学説
（１）―（３）」（「ダイヤモンド」第25巻11-13号） 
ヨハネス・ラウレス著『スコラ学派の貨幣論』（翻訳、
有斐閣） 
「農村人口移動の階級性とその社會經濟的諸要因 
福井縣下農村調査中間報告」（京野正樹・神谷慶治と
共著、「農業經濟研究」第13巻4号） 
1938年 「紹介 フリッツ・ノイマルク『經濟政策
の新しきイデオロギー』」（「経済学論集」8巻4号） 
「インフレーションと農業信用――ドイツ・インフ
レーション下に於ける経験」（「農業經濟研究」第14
巻2号） 
「北支農村経済の諸問題」（『北支経済開発の根本問
題』刀江書院） 
「北支の幣制と農民経済」（「帝国農会報」第28巻9
号） 
1939 年 報告「事変下の農業問題を主題として」
（「日本諸学研究報告」第5編・経済学） 
「農業政策の社会哲学的基礎付けへの試み（其の
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１・２）」（「食糧経済」第5巻314号） 
「民族主義と農民」（「エコノミスト」第17巻16号） 
「北支の食糧問題」（北京にて、「食糧経済」第5巻
11号） 
「労働政策としての農業政策」（「農業と経済」第 6
巻12号） 
1940年 「日本農業技術の発展に関する覚書」（「農
政」第2巻8号） 
「朝鮮農民の内地農村定着」（「大陸」第3巻8号） 
「稲作に於ける中耕＝除草技術の発展過程」（「農業
經濟研究」第16巻3号） 
「北支の食糧問題」（東畑精一著『米』中央公論社、
付録） 
「北満における小作形態の考察」（近藤康男他編『佐
藤寛治博士還暦記念農業経済学論集』日本評論社） 
1941年 「蘭印に於けるプランテイシヨンと苦力政
策の問題」（「新亜細亜」第3巻1号） 
「国策会社と産業組合」（講演記録、「産業組合」第
426号） 
報告「満州国建設と五族共和」（第 3 回日独学徒会
議、チロル） 
1956年 「通貨交換性と貿易自由化」（「拓殖大学論
集」第12号） 
1957 年 「EPU と通貨交換性」（「上智経済論集」
第3巻2号） 
「経営パートナーシャフトについて」（「拓殖大学論
集」第15号） 
フリードリッヒス・ゴーセンス著『アメリカにおけ
る利潤分配の実際、西ドイツの訪米視察団報告書』
（翻訳、日本生産性本部） 
「公正賃金とパートナーシャフト――西独の労使協
調はいかに行われているか」（「経済往来」1957 年
10月号） 
1960年 「特許ライセンス研究序説、アメリカの反
トラスト法との関連において」（「拓殖大学論集」第
25号） 
ドイツ語著作  
Neuordnung der japanischen Wirtschaft, 
Bremen: NS.-Gauverl. Weser-Ems, 1942（『日本経
済の新編成』、ヴァイマール大学図書館ほか所蔵） 
Die Berufsausbildung der Jugend im 
nazistischen Deutschland, in, Briefwechsel aus 
dem schwedischen Exil（「ナチス時代のドイツの青
少年の職業教育」、ボン大学フランツ・モクラウアー
文庫所蔵） 
 
（７）崎村茂樹に関係する日本語・外国語文献 
阿羅健一『秘録・日本国防軍クーデター計画』（講談
社、2013） 
荒木光太郎編『日独文化の交流』(明善社、1941) 

荒木光太郎教授追悼論文集刊行会『荒木光太郎教授
追悼論文集』 (1981.4) 
火曜会編『おもいで 故荒木光太郎先生三十年忌の
思い出集』（東京火曜会、1981） 
伊藤隆・劉傑編『石射猪太郎日記』中央公論社、1993
年[昭和19年5月6日項] 
嬉野満洲雄『勝利を惧れる』（共立書房、1946） 
嬉野満洲雄「私のみたナチス・ドイツ」(日本共産党
『反共主義 歴史の教訓』1975) 
江尻進『ベルリン特電』（共同通信社、1995） 
大堀聡「ベルリン日本人会と欧州戦争」 
http://www.saturn.dti.ne.jp/~ohori/sub24.htm 
小野寺百合子『バルト海のほとりにて』（共同通信社、
1985） 
加藤哲郎「情報戦のなかの『亡命』知識人ーー国崎
定洞から崎村茂樹まで」（20世紀メディア研究所『イ
ンテリジェンス 』誌第9号、2007年） 
加藤哲郎「政治の境界と亡命の政治」（加藤哲郎・今
井晋哉・神山伸弘編『差異のデモクラシー』日本経
済評論社、2010年6月、序章） 
川口忠篤『日僑秘録』（太陽少年社、1953） 
邦正美『ベルリン戦争』（朝日新聞社、1993） 
国松文雄『わが満支二十五年の回顧』（「毛沢東暗殺
の首謀にされ銃殺された山口隆一君」新紀元社、1961） 
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